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1 Pa-1　　　　　高 齢 者 が 捉 え る 生 活 環 境 に つ い て の 爾 査 研 究 （ 第3 報 ）

－ソ ーシ ャ ル サポ ート と モ ラ ール と の 関 連性 －

お 茶の 水女大生活 科学　 袖井孝子　 工藤由 貴子　 ○平 野順子

【目的】前大会での発表゛では、都市に居住する高齢者が評価する地域環境と、高齢者の

社会的環境とモラールとの関連性に着目し、様々な属性要因・社会的要因・地域要因とモ

ラールとの関連について明らかにされた。そこで、本研究ではその結果を受け、高齢者が

行っているソーシャルサポート 授受に着目し、彼らが第一次集団との間で行っているサポ

ートについてより深く考察し、サポートの互酬性によって高齢者のモラールがどのように

影響を受けているかについて明らかにすることを目的とする。

【 方法】 第1  次m 査は第1 、2 報と同じ。それに加え本研究では第２次調査として事例調

査を行った。対象は第i 次調査において面接調査への協力を了承した都内在佳の在宅の65

歳以上の男女19 名。各社会関係との付き合いについての自由回答式の面接調査を行った。

【 結果 】剛統計調査の結果:(!）サポートの内容を情緒・手段・介護に分けると。情緒的サ

ポートは広範囲に渡る相手とのサポートの授受を行っているが、他のサポートは子どもや

配偶者など家族に特化していた。②男性では子ども・友人とのサポート 授受において与え

たよりも多く受けた時にはモラールは低下するが、女性は授受における量のアンバランス

はモラールに影響を与えなかった。(2)事例調査の結果：①高・低モラール群では。モラニ

ルに影響を与える要因は、サポートの授受の内容ではなくその動機づけに違いが見られた。

②血縁者とそれ以外の者とでは異なった互酬性規範があり、その規範にそってのサポヽ-ﾄ

の授受がモラールを高める要因となっていた。

日本家政学会第48 回大会発表要旨集pp.102~103 参照。

I Pa －2 高齢者が捉える生活環境についての調査研究（第４報）
一東京都高齢者集合住宅（シルバーピア）居住者について

お茶の水女大生活科学 袖井孝子　○工藤由貴子　平野順子

「目的」都市居住高齢者にとって望ましい生活環境を整備するにはどのような要件が必要
なのかという問題意識に基づき、物理的環境・社会的環境と高齢者の生活との相互関係を
探る研究をおこなってきた（本報告1  －3 報）。第４報では、都市高齢者の居住形態の変
化から、将来更に重要性が増すと思われる小規模世帯住宅、なかでも高齢者集合住宅に住
む高齢者の生活に焦点をあてる。生活実態、地域への参加、地域に対する認識、社会関係
の分析を通じて、高齢者集合住宅を生活環境とする人達の生活の特徴と問題点を探る。
「方法」第１次調査：都内３地域（世田谷区、台東区、東久留米市・清瀬市）の在宅高齢
者、および高齢者集合住宅居住者への面接聴取調査。調査完了数：9  9 5 名、うち高齢者

集合住宅居住者13  2 名。第２次調査：在宅1  4 名、集合住宅5 名に対する事例調査（第
３報に同じ）。
「結果」（1）高齢者集合住宅はそれを取り巻く地域の安全性、利便性とい う機能的側面に
おいては一一定の水準を満たしている。（2）一方で地域への統合、地域参加、居住の安定性、
社会関係にはいくっかの問題点かおる。在宅高齢者と比較して、地域活動への参加、施設

の利用、外出行動は少なく、別居子、友人、親族との時間的距離が長く、接触頻度も少なｊｋ　　ｔ　－－ かt　　●-･a--ふ　－ａ　-- --　-･　｀い。(3)これは居住の継続性が高齢者の社会関係に影響しており。
には居住の安定性が重要であること（第１報）を示している。（4）

境としてより望ましいものにしていくには、居住の継続を最大限了
要である。
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